
−41−



−42−



−43−



−44−



−45−



−46−



−47−



1

歴史都市防災論文集 Vol. 11（2017年 7月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【論文】

平成 28 年（2016 年）熊本地震で被災した八王神社の解析的研究
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In April 2016, many wooden structures were damaged in Kumamoto earthquake. In this study, the damaged shrines, 
which were built in the traditional construction method of timber structures, were investigated and seismic response 
analysis was conducted in order to clarify the cause of earthquake damage. The column base of the main halls was 
slipped and the base was fallen down from the foundation stone. In the analytical results, the maximum story drift 
angle exceeded 1/10 rad because the column base was constrained in any horizontal direction by the pin support. The 
horizontal support reaction was much higher than maximum static frictional force, calculated by weight of structure and 
coefficient of friction (μ=0.3).
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１．はじめに

　平成 28年（2016年）4月に発生した熊本地震では多くの木造建物が被害を受けた。本研究では、その中
でも地震で被災した神社について、被害調査を実施するとともに、被害発生の原因解明のための解析的検討
を実施した。

２．神社の被害状況

　本研究の対象建物である八王神社は熊本県阿蘇郡西原村に現存する神社で、震源の益城町から直線距離
で約 11kmに位置し、手水舎、拝殿および 2つの本殿（便宜上、それぞれ本殿 1、本殿 2と呼ぶ）からなる。
築年数は調査時点では不明である。設計図面等もなかったため、可能なものについては現地実測から図面の
作成を行った。本殿 1、本殿 2の立面図、平面図を図 1および図 2に示す。両本殿ともに、前面には非構造
材である格子戸などがあり、その他の面は全て全面板壁である。また、屋根はいずれも薄鉄板葺きであった。
　拝殿は、写真 1に示すように完全に倒壊しており、各部の損傷状況などの詳細な調査は実施していない。
手水舎については構造自体はほぼ無損傷であったが、写真 2に示すように柱脚が束石から落ちていた。なお、
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